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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】
平成26年７月15日付をもって提出した有価証券届出書（以下「原届出書」といいます。）について、半
期報告書の提出に伴う新たな情報の更新、および原届出書記載事項の一部について訂正すべき事項がある
ため、本訂正届出書を提出するものです。
 

２【訂正の内容】
＜訂正前＞および＜訂正後＞に記載している下線部＿＿＿は訂正部分を示し、＜更新後＞に記載してい
る内容は、原届出書が更新されます。また＜追加＞の記載事項は原届出書に追加されます。
 

第二部【ファンド情報】
第１【ファンドの状況】
１ ファンドの性格
(1) ファンドの目的及び基本的性格

＜更新後＞
（略）

④ ファンドの特色
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(3) ファンドの仕組み

＜訂正前＞
（略）

② 委託会社の概況

・名称　　　　東京海上アセットマネジメント株式会社
・資本金の額　20億円（平成26年５月末日現在）
・会社の沿革

昭和60年12月 東京海上グループ（現：東京海上日動グループ）等の出資により、資産運用
ビジネスの戦略的位置付けで、東京海上エム・シー投資顧問株式会社の社名
にて資本金２億円で設立

昭和62年２月 投資顧問業者として登録

　　同年６月 投資一任業務認可取得

平成３年４月 国内および海外年金の運用受託を開始

平成10年５月 東京海上アセットマネジメント投信株式会社に社名変更し、投資信託法上の
委託会社としての免許取得

平成19年９月 金融商品取引業者として登録

平成26年４月 東京海上アセットマネジメント株式会社に社名変更

 
・大株主の状況（平成26年５月末日現在）

株主名 住所 所有株数 所有比率

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 38,300株 100.0％

 
＜訂正後＞
（略）

② 委託会社の概況

・名称　　　　東京海上アセットマネジメント株式会社
・資本金の額　20億円（平成26年11月末日現在）
・会社の沿革

昭和60年12月 東京海上グループ（現：東京海上日動グループ）等の出資により、資産運用
ビジネスの戦略的位置付けで、東京海上エム・シー投資顧問株式会社の社名
にて資本金２億円で設立

昭和62年２月 投資顧問業者として登録

　　同年６月 投資一任業務認可取得

平成３年４月 国内および海外年金の運用受託を開始

平成10年５月 東京海上アセットマネジメント投信株式会社に社名変更し、投資信託法上の
委託会社としての免許取得
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平成19年９月 金融商品取引業者として登録

平成26年４月 東京海上アセットマネジメント株式会社に社名変更

 
・大株主の状況（平成26年11月末日現在）

株主名 住所 所有株数 所有比率

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目２番１号 38,300株 100.0％

 

２ 投資方針
(3) 運用体制

＜訂正前＞
（略）

（上記の体制や人員等については、平成26年６月１日現在）
 
＜訂正後＞
（略）

（上記の体制や人員等については、平成26年12月１日現在）
 
(5) 投資制限

＜追加＞
⑦ デリバティブ取引等に係る投資制限（約款第24条の２）

デリバティブ取引等について、一般社団法人投資信託協会規則の定めるところにしたがい、合理的
な方法により算出した額が信託財産の純資産総額を超えないものとします。

 
以下、項番⑦～⑫を⑧～⑬に繰り下げます。

 

３ 投資リスク
＜追加＞
（略）
２．その他の留意事項
（略）
(3) その他の留意点

（略）
⑦ 分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので分配金が支払われる

と、その金額相当分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後
の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決
算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも
計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。受益者のファンドの購入価額に
よっては、分配金の一部または全額が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様で
す。

 

５ 運用状況
＜更新後＞
以下は平成26年11月28日現在の運用状況です。
また、投資比率とはファンドの純資産総額に対する当該資産の時価比率をいいます。

 
(1) 投資状況

資産の種類 地域 時価合計（円） 投資比率（％）

親投資信託受益証券 日本 77,816,235 100.05

コール・ローン等、その他の資産（負債控除後） △39,689 △0.05

合計（純資産総額） 77,776,546 100.00

 
（ご参考：親投資信託の投資状況）
当ファンドが主要投資対象とする親投資信託の投資状況は以下の通りです。
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド
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資産の種類 地域 時価合計（円） 投資比率（％）

国債証券 日本 144,943,763,400 77.95

地方債証券 日本 14,174,348,555 7.62

特殊債券 日本 7,071,874,810 3.80

社債券 日本 17,403,306,045 9.36

コール・ローン等、その他の資産（負債控除後） 2,331,374,923 1.25

合計（純資産総額） 185,924,667,733 100.00

 
(2) 投資資産

① 投資有価証券の主要銘柄

a.主要銘柄の明細

順

位
銘柄名 地域 種類 口数

帳簿価額 評価額
投資

比率

(％)
単価

(円)
金額(円)

単価

(円)
金額(円)

1
ＴＭＡ日本債券インデックス

マザーファンド
日本

親投資信託

受益証券
64,518,892 1.1833 76,345,205 1.2061 77,816,235 100.05

 
b.投資有価証券の種類

種類 投資比率(％)

親投資信託受益証券 100.05

合　　計 100.05

 
② 投資不動産物件

該当事項はありません。
 
③ その他投資資産の主要なもの

該当事項はありません。
 
（ご参考：親投資信託の投資資産）
①投資有価証券の主要銘柄
a.主要銘柄の明細
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド

順

位
銘柄名 地域 種類 利率 償還期限 額面

帳簿価額 評価額 投資

比率

(％)

単価

(円)
金額(円)

単価

(円)
金額(円)

1 第１１６回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2018/12/20 2,700,000,000 100.47 2,712,690,000 100.58 2,715,795,000 1.46

2 第１０２回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.3 2016/12/20 2,380,000,000 100.58 2,393,994,400 100.59 2,394,137,200 1.28

3 第３３４回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.6 2024/06/20 2,250,000,000 101.56 2,285,257,500 101.93 2,293,492,500 1.23

4 第３３３回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.6 2024/03/20 2,200,000,000 101.71 2,237,620,000 102.02 2,244,462,000 1.20

5 第１０５回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2017/06/20 2,120,000,000 100.42 2,129,094,800 100.48 2,130,239,600 1.14

6 第３３２回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.6 2023/12/20 2,000,000,000 101.89 2,037,820,000 102.14 2,042,960,000 1.09

7 第１０６回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2017/09/20 2,000,000,000 100.47 2,009,400,000 100.53 2,010,620,000 1.08

8 第１１７回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2019/03/20 1,650,000,000 100.43 1,657,144,500 100.55 1,659,174,000 0.89

9 第３２７回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.8 2022/12/20 1,590,000,000 103.87 1,651,533,000 104.13 1,655,730,600 0.89

10 第２８５回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.7 2017/03/20 1,580,000,000 103.93 1,642,173,000 103.89 1,641,477,800 0.88

11 第３２８回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.6 2023/03/20 1,600,000,000 102.19 1,635,104,000 102.46 1,639,504,000 0.88

12 第３３５回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.5 2024/09/20 1,600,000,000 100.58 1,609,311,000 100.80 1,612,800,000 0.86
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13 第３２９回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.8 2023/06/20 1,500,000,000 103.80 1,557,000,000 104.08 1,561,200,000 0.83

14 第３０９回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.1 2020/06/20 1,450,000,000 105.33 1,527,372,000 105.48 1,529,576,000 0.82

15 第１２０回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2019/09/20 1,500,000,000 100.42 1,506,336,000 100.47 1,507,155,000 0.81

16 第３１２回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.2 2020/12/20 1,400,000,000 106.28 1,488,004,000 106.45 1,490,356,000 0.80

17 第３０３回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.4 2019/09/20 1,400,000,000 106.20 1,486,842,000 106.23 1,487,290,000 0.79

18 第１１８回利付国債（５年） 日本 国債証券 0.2 2019/06/20 1,450,000,000 100.41 1,455,974,000 100.52 1,457,540,000 0.78

19 第３３０回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.8 2023/09/20 1,400,000,000 103.73 1,452,220,000 104.01 1,456,266,000 0.78

20 第３０１回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.5 2019/06/20 1,350,000,000 106.38 1,436,251,500 106.43 1,436,859,000 0.77

21 第３１０回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.0 2020/09/20 1,360,000,000 104.96 1,427,496,800 105.09 1,429,332,800 0.76

22 第１４６回利付国債（２０年） 日本 国債証券 1.7 2033/09/20 1,300,000,000 109.02 1,417,377,000 109.77 1,427,062,000 0.76

23 第３１８回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.0 2021/09/20 1,350,000,000 105.37 1,422,549,000 105.57 1,425,316,500 0.76

24 第２８２回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.7 2016/09/20 1,350,000,000 103.12 1,392,174,000 103.05 1,391,175,000 0.74

25 第２９８回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.3 2018/12/20 1,300,000,000 104.96 1,364,597,000 105.03 1,365,390,000 0.73

26 第１５０回利付国債（２０年） 日本 国債証券 1.4 2034/09/20 1,300,000,000 103.20 1,341,672,000 103.53 1,345,903,000 0.72

27 第３２４回利付国債（１０年） 日本 国債証券 0.8 2022/06/20 1,250,000,000 103.94 1,299,350,000 104.19 1,302,375,000 0.70

28 第３０５回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.3 2019/12/20 1,200,000,000 105.98 1,271,760,000 106.05 1,272,660,000 0.68

29 第１４９回利付国債（２０年） 日本 国債証券 1.5 2034/06/20 1,200,000,000 104.76 1,257,120,000 105.58 1,267,032,000 0.68

30 第２８９回利付国債（１０年） 日本 国債証券 1.5 2017/12/20 1,200,000,000 104.52 1,254,240,000 104.52 1,254,312,000 0.67

 
b.投資有価証券の種類
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド

種類 投資比率(％)

国債証券 77.95

地方債証券 7.62

特殊債券 3.80

社債券 9.36

合　　計 98.74

 
②投資不動産物件
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド
該当事項はありません。

 
③その他投資資産の主要なもの
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド
該当事項はありません。

 
(3) 運用実績

① 純資産の推移

期 年月日
純資産総額
（百万円）
（分配落）

純資産総額
（百万円）
（分配付）

1口当たり
純資産額(円)
(分配落)

1口当たり
純資産額(円)
(分配付)

第1計算期間末 (平成23年 4月15日) 25 25 1.0052 1.0052

第2計算期間末 (平成24年 4月16日) 35 35 1.0346 1.0346

第3計算期間末 (平成25年 4月15日) 49 49 1.0558 1.0558

第4計算期間末 (平成26年 4月15日) 64 64 1.0686 1.0686

平成25年11月末日 59 － 1.0655 －

12月末日 58 － 1.0596 －
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平成26年 1月末日 61 － 1.0675 －

2月末日 64 － 1.0697 －

3月末日 65 － 1.0667 －

4月末日 65 － 1.0679 －

5月末日 66 － 1.0707 －

6月末日 67 － 1.0735 －

7月末日 73 － 1.0748 －

8月末日 77 － 1.0778 －

9月末日 73 － 1.0781 －

10月末日 75 － 1.0827 －

11月末日 77 － 1.0888 －

 
② 分配の推移

該当事項はありません。
 
③ 収益率の推移

期 計算期間 収益率（％）（分配付）

第1計算期間 平成22年 4月28日～平成23年 4月15日 0.5

第2計算期間 平成23年 4月16日～平成24年 4月16日 2.9

第3計算期間 平成24年 4月17日～平成25年 4月15日 2.0

第4計算期間 平成25年 4月16日～平成26年 4月15日 1.2

第5中間計算期間 平成26年 4月16日～平成26年10月15日 1.1

 
(4) 設定及び解約の実績

期 計算期間
設定口数

（口）

解約口数

（口）

発行済み口数

（口）

第1計算期間 平成22年 4月28日～平成23年 4月15日 40,249,680 14,648,674 25,601,006

第2計算期間 平成23年 4月16日～平成24年 4月16日 12,677,705 3,596,685 34,682,026

第3計算期間 平成24年 4月17日～平成25年 4月15日 25,583,951 13,141,510 47,124,467

第4計算期間 平成25年 4月16日～平成26年 4月15日 33,535,816 20,425,205 60,235,078

第5中間計算期間 平成26年 4月16日～平成26年10月15日 20,540,733 9,315,110 71,460,701

 

＜参考情報＞
（平成26年11月28日現在）
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※ファンドの運用実績はあくまで過去の実績であり、将来の運用成果を約束するものではありません。

※ベンチマークはあくまで参考情報であり、ファンドの運用実績ではありません。

 

第２【管理及び運営】
３ 資産管理等の概要
(5) その他

＜訂正前＞
① 信託の終了（繰上償還）

（略）
d.上記b.の書面決議は議決権を行使することができる受益者の半数以上であって、当該受益者の議決
権の３分の２以上に当たる多数をもって行います。

（略）
② 信託約款の変更

（略）

EDINET提出書類

東京海上アセットマネジメント株式会社(E06433)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 8/27



b.委託会社は、上記a.の事項（上記a.の変更事項にあっては、その内容が重大なものに該当する場合
に限ります。以下、併合と合わせて「重大な約款の変更等」といいます。）について、書面決議を
行います。この場合において、あらかじめ、書面決議の日ならびに重大な約款の変更等の内容およ
びその理由などの事項を定め、当該決議の日の２週間前までに、信託約款にかかる知れている受益
者に対し、書面をもってこれらの事項を記載した書面決議の通知を発します。

（略）
d.上記b.の書面決議は議決権を行使することができる受益者の半数以上であって、当該受益者の議決
権の３分の２以上に当たる多数をもって行います。

（略）
④ 運用報告書

毎決算時および償還時に、委託会社が、期間中の運用経過のほか、信託財産の内容、有価証券売買
状況などを記載した運用報告書を作成します。運用報告書は、知れている受益者に対して、販売会
社から、あらかじめお申し出いただいたご住所にお届けします。なお、期間中に行った信託約款の
変更等のうち、委託会社が重要と判断した事項については、運用報告書に記載します。

（略）
 
＜訂正後＞

① 信託の終了（繰上償還）

（略）
d.上記b.の書面決議は議決権を行使することができる受益者の議決権の３分の２以上に当たる多数を
もって行います。

（略）
② 信託約款の変更

（略）
b.委託会社は、上記a.の事項（上記a.の変更事項にあっては、その内容が重大なものに該当する場合
に限り、上記a.の併合事項にあってはその併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽微なものに該当す
る場合を除きます。以下「重大な約款の変更等」といいます。）について、書面決議を行います。
この場合において、あらかじめ、書面決議の日ならびに重大な約款の変更等の内容およびその理由
などの事項を定め、当該決議の日の２週間前までに、信託約款にかかる知れている受益者に対し、
書面をもってこれらの事項を記載した書面決議の通知を発します。

（略）
d.上記b.の書面決議は議決権を行使することができる受益者の議決権の３分の２以上に当たる多数を
もって行います。

（略）
④ 運用報告書

a.毎決算時および償還時に、委託会社が、期間中の運用経過のほか、信託財産の内容などを記載し
た交付運用報告書を作成します。交付運用報告書は、知れている受益者に対して、販売会社か
ら、あらかじめお申し出いただいたご住所にお届けします。

b. 委 託 会 社 は 、 運 用 報 告 書 （ 全 体 版 ） を 作 成 し 、 委 託 会 社 の ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.tokiomarineam.co.jp/）に掲載します。

c.上記b.の規定にかかわらず、受益者から運用報告書（全体版）の交付の請求があった場合は、交
付します。

（略）
 

４ 受益者の権利等
＜訂正前＞
（略）

④ 買取請求権

信託契約の解約または重大な約款の変更等を行う場合には、書面決議において当該解約または重大
な約款の変更等に反対した受益者は、受託会社に対し、自己に帰属する受益権を、信託財産をもっ
て買取るべき旨を請求することができます。

 
＜訂正後＞
（略）

④ 買取請求権

一部解約の実行の請求を行ったときは、委託会社が信託契約の一部の解約をすることにより当該請
求に応じ、当該受益権の公正な価格が当該受益者に一部解約金として支払われることとなる委託者
指図型投資信託に該当するため、信託契約の解約または重大な約款の変更等を行う場合において、
投資信託及び投資法人に関する法律第18条第１項に定める反対受益者による受益権の買取請求の規
定の適用を受けません。
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第３【ファンドの経理状況】
1 財務諸表
＜追加＞

 
(1) 当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年

大蔵省令第38号)並びに同規則第38条の3及び第57条の2の規定により、「投資信託財産の計算に関する
規則」（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

(2) 当ファンドは、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づいて、当中間計算期間（平成26年4月16日

から平成26年10月15日まで）の中間財務諸表について、あらた監査法人により中間監査を受けておりま
す。

中間財務諸表
 

東京海上セレクション・日本債券インデックス

 
(1) 中間貸借対照表

  
前期

平成26年 4月15日現在
当中間計算期間末
平成26年10月15日現在

区　　分
注記
番号

金額（円） 金額（円）

資産の部    

流動資産    

親投資信託受益証券  64,369,359 77,167,194

未収入金  129,063 152,819

流動資産合計  64,498,422 77,320,013

資産合計  64,498,422 77,320,013

負債の部    

流動負債    

未払受託者報酬  10,856 12,852

未払委託者報酬  116,683 138,191

その他未払費用  1,524 1,776

流動負債合計  129,063 152,819

負債合計  129,063 152,819

純資産の部    

元本等    

元本 ※1 60,235,078 71,460,701

剰余金    

中間剰余金又は中間欠損金（△）  4,134,281 5,706,493

(分配準備積立金)  1,454,302 1,266,530

元本等合計  64,369,359 77,167,194

純資産合計  64,369,359 77,167,194

負債純資産合計  64,498,422 77,320,013

 

(2) 中間損益及び剰余金計算書
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前中間計算期間
自 平成25年 4月16日

至 平成25年10月15日

当中間計算期間
自 平成26年 4月16日

至 平成26年10月15日

区　　分
注記
番号

金額（円） 金額（円）

営業収益    

有価証券売買等損益  431,499 891,833

営業収益合計  431,499 891,833

営業費用    

受託者報酬  9,604 12,852

委託者報酬  103,281 138,191

その他費用  1,327 1,776

営業費用合計  114,212 152,819

営業利益又は営業損失（△）  317,287 739,014

経常利益又は経常損失（△）  317,287 739,014

中間純利益又は中間純損失（△）  317,287 739,014

一部解約に伴う中間純利益金額の分配
額又は一部解約に伴う中間純損失金額
の分配額（△）

 △22,779 55,897

期首剰余金又は期首欠損金（△）  2,629,405 4,134,281

剰余金増加額又は欠損金減少額  1,090,853 1,536,192

中間一部解約に伴う剰余金増加額又
は欠損金減少額

 ― ―

中間追加信託に伴う剰余金増加額又
は欠損金減少額

 1,090,853 1,536,192

剰余金減少額又は欠損金増加額  756,012 647,097

中間一部解約に伴う剰余金減少額又
は欠損金増加額

 756,012 647,097

中間追加信託に伴う剰余金減少額又
は欠損金増加額

 ― ―

中間剰余金又は中間欠損金（△）  3,304,312 5,706,493

 

(3) 中間注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区　　分

当中間計算期間
自 平成26年 4月16日

至 平成26年10月15日

有価証券の評価基準及び評価方法 親投資信託受益証券
移動平均法に基づき、原則として時価で評価しておりま
す。時価評価にあたっては、親投資信託受益証券の基準価
額に基づいて評価しております。

 
（中間貸借対照表に関する注記）

区　　分
前期

平成26年 4月15日現在
当中間計算期間末
平成26年10月15日現在

1.※1 期首元本額 47,124,467円 60,235,078円

 期中追加設定元本額 33,535,816円 20,540,733円

 期中一部解約元本額 20,425,205円 9,315,110円
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2.※1 中間計算期間末日における受益権の
総数

60,235,078口 71,460,701口

 
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

前中間計算期間
自 平成25年 4月16日

至 平成25年10月15日

当中間計算期間
自 平成26年 4月16日

至 平成26年10月15日

該当事項はありません。 同　左

 
（金融商品に関する注記）
金融商品の時価等に関する事項

区　　分
前期

 平成26年 4月15日現在
当中間計算期間末

 平成26年10月15日現在

1. 中間貸借対照表計上額、時
価及びこれらの差額

時価で計上しているため、そ
の差額はありません。

同左

2. 時価の算定方法並びに有価
証券及びデリバティブ取引
に関する事項

(1)有価証券
（重要な会計方針に係る事
項に関する注記）に記載し
ております。

(1)有価証券
同左

  (2)デリバティブ取引
該当事項はありません。

(2)デリバティブ取引
同左

  (3)有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品
有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品につい
ては、短期間で決済され、
時価は帳簿価額と近似して
いるため、当該帳簿価額を
時価としております。

(3)有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品
同左

3. 金融商品の時価等に関する
事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価
格に基づく価額のほか、市場
価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれてお
ります。当該価額の算定にお
いては一定の前提条件等を採
用しているため、異なる前提
条件等によった場合、当該価
額が異なることもあります。

同左

 
（1口当たり情報に関する注記）

前期
平成26年 4月15日現在

当中間計算期間末
平成26年10月15日現在

1口当たり純資産額 1.0686円 1口当たり純資産額 1.0799円

（1万口当たり純資産額 10,686円） （1万口当たり純資産額 10,799円）

 
（ご参考）
 
当ファンドは、「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド」を主要な投資対象としており、中間貸借対
照表の資産の部に計上された「親投資信託受益証券」はすべて同ファンドの受益証券です。なお、同ファン
ドの状況は次のとおりです。

なお、以下に記載した情報は監査の対象ではありません。
 

「ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド」の状況
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(1) 貸借対照表

  平成26年 4月15日現在 平成26年10月15日現在

区　　分
注記
番号

金額（円） 金額（円）

資産の部    

流動資産    

コール・ローン  117,578,978 117,231,877

国債証券  168,292,772,400 163,934,905,600

地方債証券  15,115,280,434 14,135,928,778

特殊債券  8,895,996,000 7,427,837,110

社債券  18,266,613,768 17,662,167,712

未収入金  212,410,500 317,880,000

未収利息  503,525,158 477,964,907

前払費用  8,960,477 7,087,113

流動資産合計  211,413,137,715 204,081,003,097

資産合計  211,413,137,715 204,081,003,097

負債の部    

流動負債    

未払解約金  36,992,947 75,305,013

流動負債合計  36,992,947 75,305,013

負債合計  36,992,947 75,305,013

純資産の部    

元本等    

元本 ※1 179,042,158,932 170,625,821,868

剰余金    

剰余金又は欠損金（△）  32,333,985,836 33,379,876,216

元本等合計  211,376,144,768 204,005,698,084

純資産合計  211,376,144,768 204,005,698,084

負債純資産合計  211,413,137,715 204,081,003,097

 

(2) 注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区　　分
自 平成26年 4月16日

至 平成26年10月15日

有価証券の評価基準及び評価方法 国債証券、地方債証券、特殊債券及び社債券
個別法に基づき、原則として時価で評価しております。時
価評価にあたっては、金融商品取引業者、銀行等の提示す
る価額（但し、売気配相場は使用しない）、価格情報会社
の提供する価額又は日本証券業協会発表の売買参考統計値
（平均値）等で評価しております。

 
（貸借対照表に関する注記）

区　　分 平成26年 4月15日現在 平成26年10月15日現在

1.※1 本書における開示対象ファンドの期
首における当該親投資信託の元本額 179,028,582,119円 179,042,158,932円

 同期中における追加設定元本額 41,025,724,125円 8,440,347,899円

EDINET提出書類

東京海上アセットマネジメント株式会社(E06433)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

13/27



 同期中における一部解約元本額 41,012,147,312円 16,856,684,963円

 同中間期末における元本額 179,042,158,932円 170,625,821,868円

  
元本の内訳＊

  

 ＬＰＳ４資産分散ファンド
（慎重型）

5,241,608円 6,082,635円

 ＬＰＳ４資産分散ファンド
（安定重視型）

2,739,120円 3,938,532円

 ＬＰＳ４資産分散ファンド
（バランス型）

8,099,872円 10,006,476円

 ＬＰＳ４資産分散ファンド
（成長重視型）

3,443,499円 5,408,773円

 ＬＰＳ４資産分散ファンド
（積極型）

4,123,059円 4,224,001円

 東京海上セレクション・日本債券
インデックス

54,522,581円 64,542,652円

 ＴＭＡ日本債券インデックスＶＡ
＜適格機関投資家限定＞

112,245,634,644円 112,070,439,014円

 ＴＭＡ世界バランスファンド55ＶＡ
＜適格機関投資家限定＞

11,836,048,042円 11,310,920,143円

 ＴＭＡ世界バランスファンド35ＶＡ
＜適格機関投資家限定＞

54,878,093,669円 47,145,562,972円

 ＴＭＡ債券重視型バランスＶＡ
（適格機関投資家限定）

4,212,838円 4,696,670円

 　　　　　　計 179,042,158,932円 170,625,821,868円

2.※1 本書における開示対象ファンドの中
間計算期間末日における当該親投資
信託の受益権の総数

179,042,158,932口 170,625,821,868口

（注）＊は当該親投資信託受益証券を投資対象とする証券投資信託ごとの元本額

 
（金融商品に関する注記）
金融商品の時価等に関する事項

区　　分  平成26年 4月15日現在  平成26年10月15日現在

1. 貸借対照表計上額、時価及
びこれらの差額

時価で計上しているため、そ
の差額はありません。

同左

2. 時価の算定方法並びに有価
証券及びデリバティブ取引
に関する事項

(1)有価証券
（重要な会計方針に係る事
項に関する注記）に記載し
ております。

(1)有価証券
同左

  (2)デリバティブ取引
該当事項はありません。

(2)デリバティブ取引
同左

  (3)有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品
有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品につい
ては、短期間で決済され、
時価は帳簿価額と近似して
いるため、当該帳簿価額を
時価としております。

(3)有価証券及びデリバティブ
取引以外の金融商品
同左
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3. 金融商品の時価等に関する
事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価
格に基づく価額のほか、市場
価格がない場合には合理的に
算定された価額が含まれてお
ります。当該価額の算定にお
いては一定の前提条件等を採
用しているため、異なる前提
条件等によった場合、当該価
額が異なることもあります。

同左

 
（1口当たり情報に関する注記）

平成26年 4月15日現在 平成26年10月15日現在

1口当たり純資産額 1.1806円 1口当たり純資産額 1.1956円

（1万口当たり純資産額 11,806円） （1万口当たり純資産額 11,956円）

 

２ ファンドの現況
＜更新後＞
 純資産額計算書

 平成26年11月28日現在

種類 金額

Ⅰ　資産総額 77,839,266 円

Ⅱ　負債総額 62,720 円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 77,776,546 円

Ⅳ　発行済数量 71,435,562 口

Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.0888 円

 
（ご参考：親投資信託の現況）
ＴＭＡ日本債券インデックスマザーファンド

 平成26年11月28日現在

種類 金額

Ⅰ　資産総額 191,814,579,571 円

Ⅱ　負債総額 5,889,911,838 円

Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 185,924,667,733 円

Ⅳ　発行済数量 154,149,370,366 口

Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.2061 円
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第三部【委託会社等の情報】
第１【委託会社等の概況】
１ 委託会社等の概況
＜訂正前＞
平成26年５月末日現在、資本金の額は20億円です。なお、会社の発行可能株式総数は160,000株であり、
38,300株を発行済みです。
（略）

 
＜訂正後＞
平成26年11月末日現在、資本金の額は20億円です。なお、会社の発行可能株式総数は160,000株であり、
38,300株を発行済みです。
（略）

 

２ 事業の内容及び営業の概況
＜訂正前＞
（略）
平成26年５月末日現在、委託会社が運用を行っている証券投資信託（親投資信託を除きます。）は次の
通りです。

 本数 純資産総額（百万円）

追加型公社債投資信託 1 3,601

追加型株式投資信託 130 1,859,785

単位型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 13 62,352

合計 144 1,925,739

 
＜訂正後＞
（略）
平成26年11月末日現在、委託会社が運用を行っている証券投資信託（親投資信託を除きます。）は次の
通りです。

 本数 純資産総額（百万円）

追加型公社債投資信託 1 1,002

追加型株式投資信託 137 1,835,689

単位型公社債投資信託 0 0

単位型株式投資信託 14 69,427

合計 152 1,906,118

 
   次へ
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３ 委託会社等の経理状況
＜訂正前＞
１．　当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59

号）並びに同規則第２条により、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52
号）に基づいて作成しております。

　　　なお、第29期事業年度（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）の財務諸表に含まれる比較
情報については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府
令」（平成24年９月21日内閣府令第61号）附則第２条第２項により、改正前の財務諸表等規則並びに
同規則第２条により、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）に基づい
て作成しております。

２．　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第29期事業年度（平成25年４月１日か
ら平成26年３月31日まで）の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。

 
＜訂正後＞
１．　当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59
号）並びに同規則第２条により、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52
号）に基づいて作成しております。
　なお、第29期事業年度（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）の財務諸表に含まれる比較
情報については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府
令」（平成24年９月21日内閣府令第61号）附則第２条第２項により、改正前の財務諸表等規則並びに
同規則第２条により、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令第52号）に基づい
て作成しております。
　また、当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和
52年大蔵省令第38号）並びに同規則第38条及び第57条により、「金融商品取引業等に関する内閣府
令」（平成19年内閣府令第52号）に基づいて作成しております。

 
２．　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第29期事業年度（平成25年４月１日か
ら平成26年３月31日まで）の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。
　また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間会計期間（平成26年４月１日から
平成26年９月30日まで）の中間財務諸表について、あらた監査法人による中間監査を受けておりま
す。

 
原届出書の 第三部 委託会社等の情報　第１ 委託会社等の概況　３ 委託会社等の経理状況 につきまして

は、前記の訂正のほか、「中間財務諸表」として以下の内容が追加されます。
 
中間財務諸表
(イ)中間貸借対照表

（単位：千円）

当中間会計期間

（平成26年９月30日現在）

資産の部   

流動資産   

現金・預金  8,929,625

前払費用  125,585

未収委託者報酬  1,864,341

未収収益  2,798,840

未収入金  31,466

繰延税金資産  355,439

その他の流動資産  14,017

流動資産計  14,119,316

固定資産   

有形固定資産 ＊１ 177,572

建物  97,867
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器具備品  79,705

無形固定資産  3,144

電話加入権  3,144

投資その他の資産  751,451

投資有価証券  31,309

関係会社株式  254,342

その他の関係会社有価証券  31,200

長期前払費用  26,517

敷金  282,806

繰延税金資産  125,275

固定資産計  932,167

資産合計  15,051,484

負債の部   

流動負債   

預り金  38,511

未払金  1,555,346

未払手数料  559,534

その他未払金  995,811

未払費用  165,527

未払消費税等 ＊２ 217,486

未払法人税等  869,000

前受収益  181,306

賞与引当金  394,109

その他の流動負債  3,240

流動負債計  3,424,527

固定負債   

退職給付引当金  170,525

役員退職慰労引当金  16,630

固定負債計  187,155

負債合計  3,611,682

純資産の部   

株主資本  11,436,661

資本金  2,000,000

利益剰余金  9,436,661

利益準備金  500,000

その他利益剰余金  8,936,661

繰越利益剰余金  8,936,661

評価・換算差額等  3,139

その他有価証券評価差額金  3,139

純資産合計  11,439,801

負債・純資産合計  15,051,484

 

(ロ)中間損益計算書

　　（単位：千円）

当中間会計期間
（自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日）
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営業収益   

委託者報酬  4,574,151

運用受託報酬  3,925,933

投資助言報酬  17,103

その他営業収益  736

営業収益計  8,517,926

営業費用   

支払手数料  1,898,804

広告宣伝費  51,166

公告費  533

調査費  2,462,761

調査費  679,250

委託調査費  1,783,510

委託計算費  40,037

営業雑経費  81,027

通信費  14,823

印刷費  45,225

協会費  12,909

諸会費  3,368

図書費  4,700

営業費用計  4,534,330

一般管理費   

給料  957,081

役員報酬  40,531

給料・手当  835,102

賞与  81,448

交際費  3,078

旅費交通費  44,936

租税公課  23,932

不動産賃借料  129,195

役員退職慰労引当金繰入  1,580

退職給付費用  31,539

賞与引当金繰入  394,109

固定資産減価償却費 ＊１ 29,736

法定福利費  192,378

福利厚生費  5,886

諸経費  173,569

一般管理費計  1,987,025

営業利益  1,996,570

営業外収益   

受取利息  779

受取配当金  51,954

雑益  3,940

営業外収益計  56,674

営業外費用   

雑損  62,176

営業外費用計  62,176

経常利益  1,991,068

税引前中間純利益  1,991,068

法人税、住民税及び事業税  849,031

法人税等調整額  △148,516
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法人税等合計  700,514

中間純利益  1,290,554

 
(ハ)中間株主資本等変動計算書

当中間会計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

(単位：千円)

 株主資本

資本金

利益剰余金

株主資本合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 2,000,000 500,000 8,450,867 8,950,867 10,950,867

当中間期変動額      

剰余金の配当   △804,759 △804,759 △804,759

中間純利益   1,290,554 1,290,554 1,290,554

株主資本以外の項

目の当中間期変動

額(純額)      

当中間期変動額合計 － － 485,794 485,794 485,794

当中間期末残高 2,000,000 500,000 8,936,661 9,436,661 11,436,661

 

 評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額等合計

当期首残高 1,809 1,809 10,952,676

当中間期変動額    

剰余金の配当   △804,759

中間純利益   1,290,554

株主資本以外の項目の当中間期

変動額(純額) 1,330 1,330 1,330

当中間期変動額合計 1,330 1,330 487,124

当中間期末残高 3,139 3,139 11,439,801

 

（ニ）重要な会計方針

 
当中間会計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 

１．資産の評価基準及
び評価方法

有価証券
(1) 子会社株式及び関連会社株

式並びにその他の関係会社
有価証券
移動平均法による原価法

 

 (2) その他有価証券  

 時価のあるもの  
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 中間会計期間末日の市
場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産
直入法により処理し、売
却原価は移動平均法によ
り算定）

 

 時価を把握することが極
めて困難と認められるも
の

 

 移動平均法による原価
法

 

２．固定資産の減価償
却の方法

(1) 有形固定資産  

定率法  

ただし、平成10年４月１
日以降に取得した建物（建
物附属設備を除く）につい
ては定額法、少額固定資産
（取得価格が10万円以上20
万円未満の資産）について
は、３年間で均等償却する
方法を採用しております。

 
 

 (2) 長期前払費用  

 定額法  

３．引当金の計上基準 (1) 賞与引当金  

 従業員賞与の支給に充て
るため、支給見込額の当中
間会計期間負担額を計上し
ております。

 

 (2) 退職給付引当金  

 従業員の退職給付に備え
るため、当中間会計期間末
における退職給付債務の見
込額に基づき計上しており
ます。
退職給付引当金及び退職
給付費用の計算に、退職給
付に係る中間期末自己都合
要支給額を退職給付債務と
する方法を用いた簡便法を
適用しております。

 

 (3) 役員退職慰労引当金  

 役員の退職慰労金の支出
に備えるため、内規に基づ
く中間期末要支給額を計上
しております。

 

４．消費税等の会計処
理方法

消費税及び地方消費税の会計処
理は税抜方式によっており、控
除対象外消費税及び地方消費税
は、当中間会計期間の費用とし
て処理しております。

 

 
注記事項
（中間貸借対照表関係）

 
当中間会計期間

（平成26年９月30日現在）
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※１　有形固定資産の
減価償却累計額

建物 128,400千円
器具備品 488,793千円

 

※２　消費税等の取扱
い

仮払消費税等及び仮受消費税等
は相殺のうえ、未払消費税等と
して表示しております。

 

 
（中間損益計算書関係）

 
当中間会計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 

※１　減価償却実施額 有形固定資産 29,736千円  

 
（中間株主資本等変動計算書関係）

当中間会計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首

（株）
当中間会計期間
増加　　（株）

当中間会計期間
減少　　（株）

当中間会計期間末
（株）

普通株式 38,300 - - 38,300

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

平成26年６月30日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。
・普通株式の配当に関する事項

（イ） 配当金総額・・・・・・・・・・804,759千円

（ロ） １株当たり配当額・・・・・・・21,012円

（ハ） 基準日・・・・・・・・・・・・平成26年３月31日

（ニ） 効力発生日・・・・・・・・・・平成26年６月30日

 

 
（金融商品関係）
当中間会計期間（平成26年９月30日現在）
金融商品の時価等に関する事項
平成26年９月30日現在における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお
りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは次表には含まれておりませ
ん（（注２）参照）。
 

（単位：千円）

 中間貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額

(1)現金・預金
(2)未収委託者報酬
(3)未収収益
(4)未収入金
(5)投資有価証券

その他有価証券
(6)敷金
(7)未払金

8,929,625
1,864,341
2,798,840
31,466

 
31,309
282,806

(1,555,346)

8,929,625
1,864,341
2,798,840
31,466

 
31,309
221,970

(1,555,346)

―
―
―
―
 
―

60,835
―

（＊）負債で計上されているものについては、（　）で示しております。
 
（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
(1) 現金・預金、(2) 未収委託者報酬、(3) 未収収益並びに(4) 未収入金及び(7) 未払金
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これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており
ます。
(5) 投資有価証券

時価の算定方法につきましては「（ニ）重要な会計方針」の「１．資産の評価基準及び評価方法」に記
載しております。
(6) 敷金

当社では、敷金の時価の算定は、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標に当該建物
の残存耐用年数を加味した利率で割り引いた現在価値より算定しております。

 
（注２）子会社株式及び関連会社株式（中間貸借対照表計上額　子会社株式221,595千円、関連会社株式

32,747千円）並びにその他の関係会社有価証券（中間貸借対照表計上額　31,200千円）は、市場価格
がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ること等ができず、時価を把握することが極めて困難と
認められるため、上表には含めておりません。
 

（注３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された
価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条
件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
 

（有価証券関係）
当中間会計期間（平成26年９月30日現在）
１．子会社株式及び関連会社株式並びにその他の関係会社有価証券

子会社株式及び関連会社株式（中間貸借対照表計上額　子会社株式221,595千円、関連会社株式32,747千
円）並びにその他の関係会社有価証券（中間貸借対照表計上額31,200千円）は、市場価格がなく、時価を
把握することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。
 

２．その他有価証券

 種類
中間貸借対照表
計上額（千円）

取得原価
（千円）

差額（千円）

中間貸借対照表計
上額が取得原価を
超えるもの

証券投資信託 29,609 24,431 5,178

中間貸借対照表計
上額が取得原価を
超えないもの

証券投資信託 1,700 2,000 △300

合計 31,309 26,431 4,878

 
（セグメント情報等）
[セグメント情報]
　当中間会計期間（自　平成26年４月１日　　至　平成26年９月30日）
当社は「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社であり証券投資信託の設定を行
うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者として運用（投資運用業）を行っております。ま
た「金融商品取引法」に定める投資助言・代理業を行っております。
当社は、投資運用業及び投資助言・代理業にこれらの附帯業務を集約した単一セグメントを報告セグメン
トとしております。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。
 
[関連情報]
　当中間会計期間（自　平成26年４月１日　　至　平成26年９月30日）
１. 製品及びサービスごとの情報

単一のサービス区分の外部顧客への営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を
省略しております。
 

２. 地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、記載を省略しており
ます。

 
(2) 有形固定資産
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本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた
め、記載を省略しております。
 

３. 主要な顧客ごとの情報

当社は、外部顧客からの収益のうち、中間損益計算書の営業収益の10%以上を占める相手先がないた
め、記載を省略しております。
 
（１株当たり情報）

 
当中間会計期間

（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

 

１株当たり純資産額 298,689円33銭  

１株当たり中間純利益金額 33,695円93銭  

 潜在株式調整後１株当たり中間
純利益金額については、潜在株
式が存在しないため記載してお
りません。

 
 
 

（注）１株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。
中間純利益　　　　　　　　　 1,290,554千円

普通株主に帰属しない金額　　　　　 　　－

普通株式にかかる中間純利益　 1,290,554千円

期中平均株式数 　　　　　　　　　 38,300株
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第２【その他の関係法人の概況】
１ 名称、資本金の額及び事業の内容
＜訂正前＞
(1) 受託会社

・名称 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
（再信託受託会社：日本マスタートラスト信託銀行株式会社）

・資本金の額 324,279百万円（平成25年９月末日現在）

・事業の内容 銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す
る法律（兼営法）に基づき信託業務を営んでいます。

 
<参考情報：再信託受託会社の概要>

・名称 日本マスタートラスト信託銀行株式会社

・資本金の額 10,000百万円（平成25年９月末日現在）

・事業の内容 銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す
る法律に基づき信託業務を営んでいます。

 
(2) 販売会社

名称 資本金の額（※） 事業の内容

東京海上日動火災保険株式会社 101,994百万円
保険業法に基づき
損害保険業を営んでいます。

（※）平成25年９月末日現在。

 
＜訂正後＞
(1) 受託会社

・名称 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
（再信託受託会社：日本マスタートラスト信託銀行株式会社）

・資本金の額 324,279百万円（平成26年３月末日現在）

・事業の内容 銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す
る法律（兼営法）に基づき信託業務を営んでいます。

 
<参考情報：再信託受託会社の概要>

・名称 日本マスタートラスト信託銀行株式会社

・資本金の額 10,000百万円（平成26年３月末日現在）

・事業の内容 銀行法に基づき銀行業を営むとともに、金融機関の信託業務の兼営等に関す
る法律に基づき信託業務を営んでいます。

 
(2) 販売会社

名称 資本金の額（※） 事業の内容

東京海上日動火災保険株式会社 101,994百万円
保険業法に基づき
損害保険業を営んでいます。

（※）平成26年３月末日現在。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

平成26年12月８日

東京海上アセットマネジメント株式会社

取　締　役　会　御　中

 

あらた監査法人

指　定　社　員

業務執行社員
公認会計士　　荒川　　進　㊞

  

指　定　社　員

業務執行社員
公認会計士　　和田　　渉　㊞

  

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状

況」に掲げられている東京海上アセットマネジメント株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第30

期事業年度の中間会計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸

借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行っ

た。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査

を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して

投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画

を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続

の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間

財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作

成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、東京海上アセットマネジメント株式会社の平成26年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間

会計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

 

　（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。

 

    次へ
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

平成26年12月３日

東京海上アセットマネジメント株式会社

取　締　役　会　御　中

あらた監査法人

指　定　社　員

業務執行社員
公認会計士　　和田　　渉　㊞

  

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」

に掲げられている東京海上セレクション・日本債券インデックスの平成26年４月16日から平成26年10月15日までの中

間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間

監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査

を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して

投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画

を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続

の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間

財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作

成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、東京海上セレクション・日本債券インデックスの平成26年10月15日現在の信託財産の状態及び同日をもって

終了する中間計算期間（平成26年４月16日から平成26年10月15日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示して

いるものと認める。

利害関係

東京海上アセットマネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の

規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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